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要   旨：   オリーブ油は、1価不飽和遊離脂肪酸(例、オレイン酸)、炭化水素のスクワレ

ン、トコフェロール、香気化合物およびフェノール化合物など広い範囲の物質を

含有する。 
 

オリーブ油の高い摂取量は伝統的な地中海食事の顕著な特徴で、結直腸癌など

の癌の低い発症率および有病率と関連する。 
オリーブ油の抗癌性は、高い値の 1価不飽和脂肪酸、スクワレン、トコフェロ
ール、およびフェノール化合物が原因と考えられる。 
それにもかかわらず、発癌におけるオリーブ油フェノール化合物の役割を研究

することに関心が高まっている。 
 
この総説は、オリーブ油フェノール化合物と結直腸癌との間の関連の全体像を

提供することを目的とし、特にオリーブ油フェノール化合物の抗酸化および抗癌

の作用に関する疫学、in vitro、細胞および動物の研究を要約する。 
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